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判定
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内

容

(概要 )

クラッチカッターは、新 しく開発された ESDの処置具である。クラッチカッター
は生検の要領で、粘膜下層の組織の把持 と粘膜の切開や剥離など ESDの 全過程をデ
バイス 1本で遂行可能である。これまで ESDに おいて、クラッチカッター (ESD C)と
他のデバイス (ESD O)の 比較が報告されていないため、我々は早期胃癌の ESDに おい
て、クラッチカッターと他のデバイスについて比較検討を行い、クラッチカッター
の有効性、安全性について検証したもの。

患者の背景因子が異なるため、プロベンシティスコアによるマッチング解析を用
いて背景因子の違いを穴埋めしている。

(理 由)

侵襲を伴わない研究であって介入を行わない研究に該当するため。


